
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

●庭に面した一室 

誰もが知る【清水の舞台】 この舞台の檜の床板は厚さ１０センチのもので 

２５～３０年毎に改修しますが､参拝客を入れながら張り替えています。 

【清水の舞台】の床板を支えている柱は下の崖に立っていますが、寛永から 

傷んだ柱の根元を直す【根継ぎ】という改修を一切行っていません。 

柱の元の傷みは相当の模様で、基礎石の谷側は根元が見える部分もある 

危険な状況です。 舞台は早めに通り過ぎるほうがいいかも！ 

本堂の【柿葺き屋根】は昭和２０年の工事以来の改修が、今後１０年間に 

予定されており、柿葺きの材料の集積が最近始まったそうです。  

【舞台】のある本堂の屋根改修は、昭和期の改修では丸太組みで行われ 

ましたが、今回の改修は重機が搬入できず難工事が予想されています。 

次回はちょっと離れた場所に建つ【子安塔】を報告いたします。 (つづく) 

 

 

 
 

 

 

 

 

京都・清水寺の平成の【大改修】／第２回・本房北総門

    東京に残されたﾉｽﾀﾙｼﾞｰな界隈 
谷中、根津、千駄木の界隈は、変化の激しい東京にあって 

江戸から昭和に至る面影を残す貴重な地域です。 

なかでも【ふるかわ庵】のある旧下谷区谷中清水町は、作家 

 

７月号 

や画家などの文人が多く住んでいた町でした。 

この静かな佇まいを損なう事が無いように昭和12年建築の 

実家を改装したのがはじまり。当時の職人気質が随所に息づいています。

四季折々の味と日本の美酒を、周辺情報も・・・ 
            旬の素材を生かし、彩りあふれる会席料理と、選りすぐられた 

              地酒、地焼酎が揃っています。 お客様を一日４組しか取らない

ので、ゆっくりと味、空間、雰囲気を満喫できます。 

こちらの【ふるかわ庵】の近くには木造3階建ての串揚げ屋 

【はん亭】、また昭和初期の建物を改装した中華料理の 

【山中旅館・古月】があります。 

お勧めの散策は、明治後期の建築 

【市田邸】から上野桜木会館・梅林堂から国立博物館方面。 

谷中寺町から旧吉田屋酒店､観音寺の築地塀､朝倉彫塑館 

■東京都台東区池之端4-15-7 千代田線根津2番出口5分 

■03-3821-9787 昼12-14時 夜18-22時 日曜休業 

■昼(木･土のみ)3800円 夜(4組のみ予約制)8500円・10000円・15000円 

㈱アップルは建設業許可法人(般-第 22168 号)･建築設計事務所(知事第 4088 号)･住宅金融支援機構適合証明登録建築士事務所(第 16090044 号)･シックハウス診断士協会(一級)登録業者(第 08006101 号)･厚生労働省許可 古材施工技術士登録事務所(第 10003 号)です。 

ロハス･デザイン＆エコロジー･リフォーム 

☆自治医大で唯一の住宅リフォーム専門会社☆ 建設業許可､管理建築士のいる(株)アップルまで

★㈱ｱｯﾌﾟﾙ､社員が参加した講習会･ｲﾍﾞﾝﾄ★ 
６／ ５(土) 那須野が原【三本木むくり屋根の家】再生見学会 

主催：日本民家再生協会 

６／１５(火) 那須烏山【古民家で農業体験】主催：下野市生活学校やよい会 

６／２５(金) 【健康増進住宅研究ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ】主催：(財)建築環境･省ｴﾈ機構 

弊社ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞで掲載中です。

＊エコロジーⅹバウビオロギー（建築と生態学を融合させた人間中心の建築設計です）

 

  

でかけませんか、美味と癒しの民家のお店をご紹介！ （昨年 10 月からの続き） 

●エコ建築＆環境の取組みは。。。アップル www.reform-apple.com トピックス  

 

 
●下町の静かな佇まいの外観  

 
【壊さない日本の文化】 時空を越え、伝承される伝統工法 (その２) 

現在､清水寺では【馬駐･うまとどめ】【北総門】【子安塔】の3つを改修中です。 

【北総門】の改修は足場は丸太組み､機械を使わず伝統的な 

手作業で行われています。今回の解体で【北総門】の2本の柱が 

異木を張合わせ鉄板で誤魔化した改修跡が判明しました。 

屋根の【野地板】もﾋﾉｷではなく【ﾄｶﾞ】が使われ､釘跡も残され 

ていました。屋根の破風に昭和の大工が書いた【楓

 
 

 

】という 

落書きも発見されました。【北総門】は支門であり予算を掛ける 

ことが出来なかったとはいえ、昭和の時代は社会全体が新しい 

ものが一番､経済最優先で､建築も文化遺産も妥協を繰り返し 

負の遺産をかなり作り出してきたように感じます。改修中の 

屋根は美しい勾配=曲りを再生中でした。【北総門】は清水の 

舞台からの強風が通り抜けます。改修では【風対策】として 

重たい【土瓦】を採用しています。 詳しくは弊社HP【ﾋﾞﾝﾃｰｼﾞﾘﾌｫｰﾑ】 

日本民家再生協会正会員 ㈱ｱｯﾌﾟﾙ 大竹喜世彦 

★【建築と生物学】を結ぶ【バウビオロギー建築】★ 
日本には自然とかかわる【しつらえ】に親しみ自然と共に暮らす習慣がありました。 

『エコバウ･リフォーム』 は自然素材を多用する私達の考えが詰まった 

『エコロジーで健康』 なコンセプトリフォーム。 アップルで推進中です!! 

 

 
 

●初夏のつき出し 


